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【機密性２】
０．本知恵袋のねらい

・本格的な人口減少を迎える中で、地域の公共交通を維持するためには、如何に地域住民以外

の需要を取り込むことができるかが、着眼点の一つ

・本知恵袋は、対流促進により発生する来訪者等の交通需要を取り込むことで、地域の公共交

通の活性化を図る方策を提示し、地域公共交通の活性化につながることを期待
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＜本知恵袋のねらい＞ ＜全体構成＞



【機密性２】
１．新たな国土像・地域像

・国土のグランドデザイン2050、国土形成計画（全国計画）で示された新たな国土像・地域構
造を踏まえると、対流により生じる交通需要の取り込みが、地域交通の活性化に向けて重要
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■地域構造：コンパクト＋ネットワークとは

資料：国土形成計画（全国計画）パンフレット

・地域内の一定の区域に医療・福祉施設、商業施

設等がまとまって立地させる拠点的な区域を設

定して、施設の集約化を図るとともに、居住地

と拠点的な区域とを公共交通を中心とした交通

ネットワークで結び、地域住民が施設にアクセ

スできる地域構造

○地域交通との関わり

・まちづくりと地域交通体系を一体的に再編し、

公共交通が骨格となる地域構造の実現により、

地域交通体系の持続性の確保が期待

■国土像：対流促進型国土とは

・対流とは、地域間相互の人・モノ・情報の行き来

になぞらえたもの

・対流促進型国土とは、人・モノが対流する実物空

間、情報が対流する知識・情報空間を高度に発

展・融合させ、全国各地で様々なレベルの対流が

湧き起こり、イノベーションを生み出す国土

○地域交通との関わり

・対流を促進するために、地域間・地域内の人の

移動を支えることが求められるとともに、対流

による地域への来訪者等の増加は、地域交通の

新たな需要として期待

資料：国土のグランドデザイン2050パンフレット



【機密性２】
２．地域交通の現状と課題 （1/2）

・既存統計資料等から地域交通の現状を整理し、地域公共交通の衰退の要因を分析
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＜利用者減少とサービス水準低下の悪循環のイメージ＞

・人口減少等による需要
の減少、モータリゼー
ションの進展、さらに
地域交通の関係者の場
当たり的な対応等によ
り、利用者減少とサー
ビス水準低下の悪循環
が発生



【機密性２】
２．地域交通の現状と課題 （2/2）
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・地域公共交通の役割や公共交通のサービス水準、関係者の意識・行動の視点から、地域交通

の課題を整理

１） 地域における公共交通の存在意義・役割の低下
・モータリゼーションの進展により、地域の交通体系における公共交通の地位
は相対的に低下

・シビルミニマムの確保のみならず、地域活性化の下支えや地域構造の骨格の
形成といった地域交通が担うべき役割の確立が必要

２） マイカーからの転換の受け皿となる公共交通のサービス水準の低下
・利用者減少に伴いサービス水準も著しく低下する一方で、路線の重複など過
大なサービスが提供されるなど効率性が低下

・ネットワーク再編や効率化を進め、マイカーからの転換の受け皿となるサー
ビス水準の確保が必要

３） 関係者の場当たり的な行動・対応
・地域住民、交通事業者、自治体の場当たり的な行動が利用者の減少、サービ
ス水準の低下といった悪循環に陥る一因に

・サービスの改善と利用増加の好循環を生み出す、関係者の主体的・積極的な
行動の喚起が必要



【機密性２】
３．今後の地域交通のあり方（①基本的な考え方）

・本格的な人口減少、少子・高齢化社会において、地域の足を確保するため、地域住民に加え、

来訪者等を新たな需要として取り込むことで、地域交通の活性化を期待
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図 対流による地域交通の活性化（イメージ）

利用者の減少
サービス水準の

低下

悪循環

利用者の維持・増加
サービス水準の
維持・向上

好循環

＜背景＞

・従来の地域交通施策は、主に地域

住民の生活交通を対象として、取

り組まれてきたが、本格的な人口

減少社会を迎える中で、地域住民

のみでは十分な需要が確保されな

いことが想定。

＜狙い＞

・財政制約が一段と厳しくなる中

で、地域住民と対流により新た

に生じる来訪者の交通需要を取

り込み、需要を確保することで、

地域交通を活性化することが重

要。



【機密性２】
３．今後の地域交通のあり方（②地域交通施策の方向性）
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１）地域活性化策等まちづくりとの一体性の確保

・地域交通施策とまちづくりを一体的に取り組み、地域における存在意義・役
割を確立

２）交通サービスの組み合わせによる効率的な地域交通体系の構築

・効率的なネットワーク形成によるサービス水準の維持・向上

３）交通サービスの利用を容易にするための取り組みの充実

・地域交通の利用を容易にし、利用者を確保

４）関係者の意識共有・連携のための場づくり

・関係者の意識共有のための場づくり、関係者の主体的・積極的な行動を喚起



【機密性２】
４．地域内外との対流を起こす仕掛け（①地域内外との対流に係る動向）

・体験・交流、田園回帰など地域内外との対流に係る志向の変化を踏まえ、地域主体による内

発的な取り組みにより、地域内外との持続的な対流促進に取り組むことが必要

7地域内外との対流の変化

・地域に人を呼び込むために、

リゾート開発による観光客誘

致や工業団地整備による企業

誘致など様々な取り組みが行

われてきたが、人口は減少し、

旅行の個人化などによる旅行

者ニーズの多様化や、産業の

空洞化などから、従来型の取

り組みでは、継続的な対流を

生みだすことは困難となりつ

つある。

・各地域においては、地域住

民・企業などが主体となり、

地域に密着した独自の個性を

磨き、地域外から人を呼び込

むことが求められる。

これまで これから

他地域の

ニーズ
個人

・遊び・消費
⇒
・体験・交流

・田園回帰

企業
・安い賃金や安くて広い土

地
⇒
・人材確保 ・ﾜｰｸﾗｲﾌﾊﾞﾗﾝｽの実現

・新たなビジネス展開

学校等 修学旅行：見聞き、全体型 修学旅行：見聞きし体験、分散型

▼ ▼ ▼

地域の

対応

・外部資本による観光開発

・工業団地整備等による企

業誘致

⇒

・地域資源を活かした内発的な取り組み

・地域全体への波及効果を生み出す

▼ ▼ ▼

地域内外との

対流の形成

一過性の対流

・景気に左右

・地域にお金が落ちない

⇒

持続的な対流

・住んでよし、訪れてよし

・地域間のwin-winな関係

個人

・物見遊山的な観光旅行

⇒

・地域資源を活かした観光

・体験型・交流型の要素を取り入れた旅

行（ニューツーリズム）

・社会貢献・自己実現

・二地域居住・就労 等

企業

・工場等の地方進出

⇒

・社員研修、福利厚生の場として活用

・遠隔地勤務

・地域の企業・個人との連携した事業の

立ち上げ 等

学校等
・京都・広島への修学旅行

・軽井沢での合宿
⇒
・体験学習・社会科見学

・スポーツ合宿



【機密性２】
４．地域内外との対流を起こす仕掛け（②まちづくりの仕掛け方）

・独自の地域資源の発見、他地域のニーズを踏まえた活用方法の検討が不可欠

・対流の持続性を確保するための工夫が必要
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まちづくりの仕掛けのイメージ

・地域は、何が対流を引き起こす個性（地域資源）であるか、他地域のニーズを踏まえて、そ

の個性をどう磨くか（活用方法）を地域で検討することが必要。

・一過性で終わることなく、持続的な取り組みとするためには、対流による効果の地域への波

及や、対流の量や種類の拡大等の工夫も必要。



【機密性２】
４．地域内外との対流を起こす仕掛け（③まちづくりの仕掛けを作るノウハウ）

・まちづくりの仕掛けを作る手順として、１）組織づくり、２）地域資源の洗い出し、３）

ニーズの把握、４）地域資源の活用方策の検討、５）マーケット戦略の検討、６）実施・運営

の6段階に分類
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１）組織づくり
・地域の多様な主体が参加した、実行力のある組織を構築

２）地域資源の洗い出し
・固定観念に囚われず、地域資源を網羅的に抽出

３）ニーズの把握
・顧客を細分化し、ターゲットを絞った上でニーズを具体化

４）地域資源の活用方策の検討
・地域資源とニーズを組合せ、資源の活用方法を検討

５）マーケット戦略の検討
・情報発信やつながる仕組みを構築

６）実施・運営
・取り組みのフォローアップと展開

地域主体の内発的な
取り組みを実現

地域のポテンシャルを
見える化

地域外との対流の
可能性を検討

地域資源を磨く

ﾀｰｹﾞｯﾄに知ってもらい、
つながりを持ってもらう

持続的に対流を起こす

（目的） （実施内容）

まちづくりの仕掛けを作る手順例



【機密性２】
４．地域内外との対流を起こす仕掛け（④地域内外との対流により生じる交通需要）

・複数の対流ネタを基に、地域内の回遊を創出することが重要
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地域内外との対流により生じる交通需要のパターン

・地域内外との対流により生じる交通需要には、以下のようなパターンが考えられる。

・地域の活性化、地域交通の需要確保の観点からは、地域内をより多く回遊してもらうこ

とが望ましく、対流ネタを連携させるなど、取り組みを拡大させ、地域内での回遊を創

出することが重要



【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（①地域交通活性化に向けた戦略の考え方）

・「製品と市場」の２軸を「既存と新規」に分類し、企業の成長戦略をパターン化する「アン

ゾフのマトリクス」を地域交通施策に応用することで、各種施策の戦略上の位置づけを明確化
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＜地域交通活性化に向けた戦略パターン＞

地域交通施策の手法の違いによる
“サービス”の既存・新規の区分

地域交通施策の対象による
“市場”の既存・新規の区分

従来の地域交通施策は
主に地域住民の日常的交通を

対象としてきた

地域交通施策は交通ネットワークの
・サービス水準を高めるハード的施策と
・利用を容易化するソフト的施策
に大別される

※一般的な例として提示。本文中
に地域の特性等を踏まえた４象
限の設定が必要である旨を明記。



【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（②対流を取り込む地域交通施策）

・既存の調査結果等から来訪者等の交通特性を整理するとともに、具体事例も参考に、地域外

からの対流を取り込むために必要な地域交通施策を抽出することが必要
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①地域内における自由な移動を好む

②地域交通について不案内・不慣れ

・行動に制約を生じさ
せない運行頻度

来訪者等の非日常的交通の特性

来訪者等に配慮した
情報提供の実施

来訪者等に配慮した
料金体系の導入

公共交通を活用した
観光等の提案

交通サービスの
新規導入

定路線型交通の導入等

デマンド型交通の導入等

交通サービスの
改良

路線延伸・経路変更等

来訪者等向けの時刻表・
路線図の作成等

フリー乗車券の販売等

企画乗車券の販売等

・安価で、支払いの
手間がかからない
料金体系

・交通情報の入手の
しやすさ・分かり
やすさ

・地域資源・宿泊施
設・交通拠点等への
アクセスのしやすさ

既存交通サービスの利用促進

交通サービスの新規導入・改良

地域外からの対流を取り込む地域交通施策

・交通機関の乗り継ぎや周遊等
により、運賃が高額となるこ
とも多い

・来訪経験がない・少ないこと
から、地域の交通について、
十分な情報を有していない

・地域外からの“アクセス交通”
と地域内に分布する地域資源・
宿泊施設・交通拠点等を巡る
“周遊交通”で構成

・地域内においては、主に日中
に需要が生じ、特定の時間帯
への集中はあまりみられない

地域交通に求められる要素

＜対流を取り込む地域交通施策（例）＞



【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（③対流を取り込む地域交通施策の立案 1/4）

・地域資源の分布と交通ネットワークの対応状況、既存リソースの状況、関係者との合意形成

の状況等施策の抽出にあたり制約となる条件を整理し、地域の実情を踏まえた施策の抽出方法

を提示することが必要
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＜戦略検討の流れ＞

・地域交通の課題、施策の基本方針を踏まえ、具体的な施策メニューを抽出
・４象限の図で施策の位置づけを整理し、施策のねらいを明確化するととも
に、施策の過不足を調整

地域交通施策の抽出

３．上位・関連
計画の整理

２．地域交通の
現状の整理

１．地域の
現状の整理

４．地域交通の課題の分析

５．地域交通の将来像・
基本方針の検討

６．地域交通施策の抽出

0．組織づくり
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【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（③対流を取り込む地域交通施策の立案 2/4）

・自治体の交通施策担当者に、戦略検討についての具体的なイメージを持ってもらうため、仮

想３都市を対象としたケーススタディを実施し、具体的な検討の進め方を参考例として提示

＜ケーススタディ地域＞

類型３

都市圏の中心都市、
もしくは中心都市内
の中心地域

類型１
都市圏の農山村、

もしくは中心都市内
の農山村地域

類型２
都市圏の小都市、

もしくは中心都市内
の中心部の周辺地域

人口30万人程度の
地方都市圏

＜ケーススタディの流れ＞

３．上位・関連
計画の整理

２．地域交通の
現状の整理

１．地域の
現状の整理

４．地域交通の課題の分析

５．地域交通の将来像・
基本方針の検討

６．地域交通施策の抽出
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【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（③対流を取り込む地域交通施策の立案 3/4）

15

＜ケーススタディ全体像＞



【機密性２】
５．対流を取り込む地域交通施策のあり方（③対流を取り込む地域交通施策の立案 4/4）

・前述の戦略検討により、施策メニューを決定した後、施策の諸条件や関係者等の要素、検討

の流れ、検討事項を整理することにより、施策の具体化を図ることが必要

施策検討に係る前提条件 検討の流れ・検討事項

＜交通空白地域等において、新たな交通サービスを導入する施策の具体化例＞
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